




は じ め に 

 

令和２年は、世界中で新型コロナウイルス感染症の影響により、生活が

大きく変化し、私たちは感染症に負けない「新しい生活様式」への転換を

迫られました。 

そうした社会情勢においても、地球温暖化や海洋プラスチックごみ問題

など、地球規模での環境問題は依然として危機的状況にあり、次代を担う

世代に安全で恵み豊かな環境を継承していくためにも、新しい生活様式の

中で解決に向けた着実な取組を進めていくことが求められています。 

本市の最近の取組としては、環境に対する新たな課題やニーズ等へ対応

するため令和２年３月に「第３次相模原市環境基本計画」を策定したほか、

水素社会の実現に向け燃料電池自動車等の普及に不可欠な水素供給設備

の整備を促進しており、令和２年５月には市内初の定置式水素ステーショ

ンが開所されました。また、令和２年度には、地方創生臨時交付金を活用

し、非プラスチック製容器の使用や津久井産材の活用など、環境保全の視

点を持って感染症対策を行う事業者等への補助事業や、環境に配慮した新

しい生活様式の提案として宅配ボックスの配付事業を実施しています。 

また、本市は、令和２年７月に「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されており、

子どもたちに分かりやすくＳＤＧｓを学んでもらうため、自治体初となる

オリジナルカードゲームを作成するなどＳＤＧｓの推進を積極的に行っ

ています。さらに、令和元年東日本台風を踏まえ、令和２年９月に、政令

指定都市として初めて、２０５０年のＣＯ２排出量実質ゼロに向けた取組

や、防災・減災の取組等の積極的な推進を掲げた「さがみはら気候非常事

態宣言」を表明しており、コロナ時代の新たな災害対応スタイルの構築の

ため、電気自動車と急速充電器を活用した分散型電源の確保を目指すなど、

気候変動に強いまちづくりに向けた取組を進めています。 

新型コロナウイルス感染症の対策とともに、ＳＤＧｓの達成に向け、今

後とも、「第３次相模原市環境基本計画」のもと、望ましい環境像「人と自

然が共生するまち～市民と築く、地域循環共生都市さがみはら～」の実現

を目指し、市民、団体及び事業者と連携して、着実に諸施策を推進してま

いります。 

なお、この「さがみはらの環境」は、改正前の「環境基本計画」に基づ

き、令和元年度の本市の環境の状況や施策及び環境基本計画の成果一覧を

まとめたものです。 

本書が、皆様一人ひとりの環境への取組の一助となれば幸いです。 

 

令和３年２月 

                相模原市長  本 村 賢 太 郎 
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